
要望額

1,898

○ 51

【１９０２】未来を拓く学び・学校創造戦略　 20

【１９０３】小学校１・２年生における３５人学級の実現　 2,247

○ 122
○ 1,209
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1,200

○
630
100
158
100
222
50

○ 115
52

　・新成長戦略の実現に資する新たな教育研究プロジェクトの推進

　・世界最先端の研究を支える大学共同利用機関の新たな事業展開

　・メディカル・イノベーションを担う国立大学附属病院の教育研究体制の充実強

　・サポート体制の強化による教育研究設備の有効利用の促進

　・特別なニーズを抱える学生の受入れ支援強化

成長を牽引する教育拠点形成事業
◆博士課程教育リーディングプログラム

大学生等への総合的な経済支援プログラムの展開

【１９０５】「強い人材」育成のための大学の機能強化イニシアティブ

◆無利子奨学金の大幅拡大
◆授業料減免や学生の経済的支援体制等の充実
　・国立大学の授業料免除枠の拡大（国立大学法人運営費交付金）

成長の土台となる教育研究基盤強化事業
◆国立大学の教育研究基盤強化（国立大学法人運営費交付金）

【１９０１】安全で質の高い学校施設の整備

文部科学省　要望枠１０項目
（単位：億円）

【事業番号】　　　事　　　　　　業　　　　　　名　

国立大学法人等施設整備

【１９０４】学習者の視点に立った総合的な学び支援及び「新しい公共」の担い手
　　　育成プログラム

1,331

高校生に対する給付型奨学金事業の創設

運営費交付金

要望額

254+630=884億円

要求額
1兆1,025億円

合計

1兆1,909億円
（運営費交付金

概算要求・要望額）

要求額
452億円

要望額
51億円

（耐震化推進）

合計

503億円

要求額 0
（対前年度▲196億円）

要望額 254億円

合計 254億円
（対前年度 +58億円）

別添
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448

○ 272
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54

158

日本発の重粒子線がん治療技術の高度化・海外展開

我が国の宇宙技術の世界展開
高度な３Ｓ「人材・技術」を活かした日本発原子力の世界展開

イノベーション創出の基盤となる最先端研究環境の構築
「明日に架ける橋」プロジェクト

◆リサーチ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整備
◆テニュアトラック普及・定着事業の創設
◆女性研究者研究活動支援事業の創設

健康社会と成長を実現するライフ・イノベーション加速計画

【１９０９】元気な日本スポーツ立国プロジェクト

“グリーン・ナレッジ・イニシアティブ”（緑の『知』結集計画）

挑戦の原資のサポート（その１）：量の先細り問題の解決
◆若手研究者のチャレンジを支援する科研費の改革

【１９０８】我が国の強み・特色を活かした日本発「人材・技術」の世界展開　　

◆特別研究員事業（ＰＤ）の拡充
◆特別奨励研究院事業の創設
◆理数学生育成プログラムの創設
挑戦の原資のサポート（その２）：内向き思考の打開
◆頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣事業の創設
◆戦略的国際科学技術協力推進プログラムの拡充
取り巻く環境のサポート：劣悪な環境の改善

【１９０７】元気な日本復活！２大イノベーション

◆博 課程教育リ ディングプ グラ
◆大学の世界展開力強化事業
◆学生の双方向交流の推進

【１９０６】成長を牽引する若手研究人材の総合育成・支援イニシアティブ

【１９１０】文化芸術による日本元気復活プラン

運営費交付金

要望額

254+630=884億円

要求額
1兆1,025億円

合計

1兆1,909億円
（運営費交付金

概算要求・要望額）

要求額
452億円

要望額
51億円

（耐震化推進）

合計

503億円

要求額
1,750億円

（対前年度▲250億円）

要望額

350億円

（基金化）

合計

2,100億円
（対前年度 +100億円）

要求額 0
（対前年度▲196億円）

要望額 254億円

合計 254億円
（対前年度 +58億円）

別添

158

合計（１０項目） 8,628

【１９１０】文化芸術による日本元気復活プラン

運営費交付金

要望額

254+630=884億円

要求額
1兆1,025億円

合計

1兆1,909億円
（運営費交付金

概算要求・要望額）

要求額
452億円

要望額
51億円

（耐震化推進）

合計

503億円

要求額
1,750億円

（対前年度▲250億円）

要望額

350億円

（基金化）

合計

2,100億円
（対前年度 +100億円）

要求額 0
（対前年度▲196億円）

要望額 254億円

合計 254億円
（対前年度 +58億円）

別添


